
宗
祖
御
聖
誕
七
五
○
年
を
記
念
し
、
本
号
は
そ
の
記
念
号
と
い
た
し
ま

し
た
。
最
初
は
特
集
号
と
し
て
出
す
べ
く
計
画
を
立
て
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
す
す
ま
ず
や
掲
戟
論
文
も
紙
数
の
関
係
や
、
そ
の
他
の

事
情
に
よ
り
、
や
む
な
く
七
編
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
の
暮
、
学
長
の
藤
井
日
静
上
人
が
九
十
三
才
の
高
齢
を
も
っ
て
、

遷
化
さ
れ
、
新
た
に
望
月
日
雄
上
人
が
学
長
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
理
事
長
・
学
監
に
は
竹
下
真
孝
師
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

前
学
長
の
藤
井
日
静
上
人
は
、
本
学
園
に
対
し
、
深
い
関
心
を
持
た
れ

永
年
の
念
願
で
あ
っ
た
新
校
舎
の
建
築
、
体
育
館
の
新
設
等
、
大
き
な
業

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

新
学
長
の
望
月
日
雄
上
人
は
、
立
正
大
学
学
監
・
常
務
理
事
・
立
正
高

中
校
長
等
を
歴
任
さ
れ
、
更
に
昭
和
三
十
四
年
か
ら
は
、
本
学
の
理
事
長

に
つ
か
れ
て
お
り
、
股
も
学
長
に
ふ
さ
わ
し
い
経
歴
を
持
っ
て
お
ら
れ
、

今
後
の
本
学
園
発
展
途
上
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
瀞
又
大
な
る
も
の
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

新
理
事
長
・
学
監
の
竹
下
真
孝
上
人
も
、
立
正
商
業
学
校
・
身
延
山
専

門
学
校
・
塩
山
市
立
中
学
校
等
の
各
校
に
勤
務
さ
れ
た
経
歴
を
持
っ
て
お

ら
れ
、
本
学
園
の
経
営
面
に
つ
い
て
、
こ
れ
又
深
い
理
解
と
、
大
き
な
成

果
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

新
学
長
、
新
理
事
長
の
も
と
、
本
学
園
が
益
々
発
展
い
た
し
ま
す
よ
う

会
員
各
位
の
ご
支
援
を
宜
敷
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
上
田
・
記
）

ｉ
後
記
Ｉ

－

棲
神
四
十
四
号

昭
和
四
十
七
年
二
月
十
日
印
刷

昭
和
四
十
七
年
二
月
十
六
日
発
行

編
集
者
里
見
泰

発
行
者
室
住
一

印
刷
者
宮
田
如

甲
府
市
中
央
一
丁
目
十
二
’
三
十
一

印
刷
所
大
宣
堂
印

発
行
所
身
延
山
短
期
大
学
学
会

山
梨
県
身
延
山
東
谷

（
函
Ｎ
Ｏ
、
四
○
九
’
二
五
）

振
替
（
甲
府
）
一
二
七
五
番

電
話
身
延
ｅ
蓋
突
）
二
’
○
一
○
七 刷 龍妙穏


